
北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成16年度）

12 10 347 96.4%0 0 0 1歯学部 360 358 1

14 12 776 100.8%1 0 0 7医学部 770 796 3

58 47 1,225 102.1%1 0 0 25理学部 1,200 1,298 14

79 70 744 97.9%5 0 0 31経済学部 760 850 8

107 95 921 104.7%1 0 0 32法学部 880 1,049 19

17 11 231 105.0%0 0 0 10教育学部 220 252 1

47 40 854 99.3%

133 2,733 101.2%

農学部 860 925 1 1 0 0

19 320 100.0%

工学部 2,700 2,928 44 19 9 0

320 343 0 0

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

37 83

休学
者数
（Ｇ）

4 19

34 149

30

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

71

（人）

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

学部・研究科等名

762

留年
者数
（Ｈ）

19

（人） （人） （人）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

（人）

外国人
留学生数

（Ｃ）

（学部等） (人) （人）

760 871文学部

薬学部

00

収容数
（Ｂ）

1

（人） （人）

0 0

（人） （％）

100.3%
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北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成16年度）

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

休学
者数
（Ｇ）

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

学部・研究科等名 留年
者数
（Ｈ）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

外国人
留学生数

（Ｃ）

収容数
（Ｂ）

74 62 1,099 108.8%53 0 1 31工学研究科 1,010 1,246 93

4 4 143 85.1%5 0 0 8歯学研究科 168 160 13

53 36 453 94.4%17 0 0 48医学研究科 480 554 48

33 23 112 55.4%12 0 0 22経済学研究科 202 169 35

0 0 212 96.8%2 0 0 2情報科学研究科 219 216 3

7 6 50 58.1%9 0 0 2獣医学研究科 86 67 17

53 41 197 75.5%6 0 0 45法学研究科 261 289 36

1 02 31

5

44水産学部 860 896

0

42 822 95.6%

獣医学部 240 254 4 1 0 5 5 243 101.3%

18 0 96

（人）

134 108

（人） （人） （人） （人）

文学研究科 413 502 53

（研究科等） (人) （人）

280 67.8%

（人） （％）（人）

0

（人）

0

－212－



北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成16年度）

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

休学
者数
（Ｇ）

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

学部・研究科等名 留年
者数
（Ｈ）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

外国人
留学生数

（Ｃ）

収容数
（Ｂ）

- -教育学院 -

- -生命科学院 -

- -理学院 -

- -公共政策学教育部 -

- -農学院 -

- -環境科学院 -

- -水産科学院 -

国際広報メディア・観光学院 - --
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北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成17年度）

10 355 98.6%

100.6%

歯学部 360 366 1 0 0 0 1 12

17 18 17 956

52 1,243 103.6%

医学部 950 991 3 1 0 0

66 750 98.7%

理学部 1,200 1,317 14 0 21 60

4 0 0 72経済学部 760 844 6

40 90 904 103.9%

20 15 225

法学部 870 1,035 19 1 0 0

870 101.2%

教育学部 220 255 1 0 0 0 15

2,793 103.4%

農学部 860 940 3 1 1 0 38

19 8 0 158工学部 2,700 3,012 46

320 337 0 0

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

0

休学
者数
（Ｇ）

2 8

34 174

30 47

101

24

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

83

（人）

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

学部・研究科等名

758

留年
者数
（Ｈ）

24

（人） （人） （人）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

（人）

外国人
留学生数

（Ｃ）

（学部等） (人) （人）

760 892文学部

薬学部

収容数
（Ｂ）

1

（人） （人）

0

0 0

50

1 0

（人） （％）

99.7%

102.3%

102.5%

92

7 328

－214－



北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成17年度）

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

休学
者数
（Ｇ）

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

学部・研究科等名 留年
者数
（Ｈ）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

外国人
留学生数

（Ｃ）

収容数
（Ｂ）

61 907

58

97.2%

81.0%

工学研究科 933 1,049 87 50 0 3 28 66

8 4 4 136

92 385 80.2%

歯学研究科 168 154 12 6 0 0

63.7%

医学研究科 480 546 40 15 0 0 54 126

22 35 29 114経済学研究科 179 177 40 12 0 0

426 97.3%

63.7%

情報科学研究科 438 434 18 4 0 0 0

5 0 0 3獣医学研究科 91 67 12

42 42 271 87.7%法学研究科 309 361 40 6 0 0

1 02

6

22

58

1 4

4 0

（人）

49水産学部 860 909

1 0 30獣医学部 240 255 3

15 0 98

（人）

143 104

（人） （人） （人）（人）

文学研究科 413 550 51

（研究科等） (人) （人） （人） （人） （％）

245 102.1%

838

0 333 80.6%

0

6

48 97.4%
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北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成17年度）

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

休学
者数
（Ｇ）

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

学部・研究科等名 留年
者数
（Ｈ）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

外国人
留学生数

（Ｃ）

収容数
（Ｂ）

○計画の実施状況等
１ 定員超過率が１３０％以上の主な理由

公共政策学教育部

教育学院 -

国際広報メディア・観光学院

学部・研究科等

- -

-

- -

- -

-生命科学院 -

136.7%0

理学院 -

41公共政策学教育部 30 42 1 1 0 0

環境科学院 225 88.4%199

0 126 100.8%

0

農学院 -

0 0 0

0 0

205 14 6 0

水産科学院 125 143 25 16 0 0 0

-

1

-

主 な 理 由
公共政策学教育部は、平成１７年度に新設した。最初の入試であることから、以下のような理由により定員が超過した。
①合格者に対する入学者の比率を十分推定しえなかった。２年目からこの問題は解消している。
②最初の入試であることから社会人の受験が多く、優秀な成績をおさめていることから多数合格した。社会人の受験は2年目以後減少する傾向があり、
その後の受験者は10名台となっている。
③ 社会人が多く、当初から長期履修者が多い。

-
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北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成18年度）

（人） （％）

102.8%00

収容数
（Ｂ）

1

（人） （人）

0 0

（学部等） (人) （人）

760 916文学部

薬学部

学部・研究科等名

781

留年
者数
（Ｈ）

23

（人） （人） （人）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

（人）

外国人
留学生数

（Ｃ）

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

85

（人）

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

49 100

休学
者数
（Ｇ）

2 10

50 180

17

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

320 341 1 0 7 332 103.8%

工学部 2,700 3,073 52 21 9 0 169 2,824 104.6%

農学部 860 928 2 0 1 0 49 45 865 100.6%

教育学部 220 261 1 0 0 0 11 26 21 229 104.1%

法学部 860 1,024 17 1 0 0 34 97 92 897 104.3%

経済学部 760 844 6 4 0 0 25 56 49 766 100.8%

理学部 1,200 1,352 11 1 0 0 25 82 71 1,255 104.6%

医学部 1,150 1,208 3 1 0 0 26 20 19 1,162 101.0%

歯学部 360 360 2 0 0 0 6 12 10 344 95.6%
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北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成18年度）

収容数
（Ｂ）

学部・研究科等名 留年
者数
（Ｈ）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

外国人
留学生数

（Ｃ）

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

休学
者数
（Ｇ）

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

（人）

0

（人）

0 314 76.0%

（人） （％）（人） （人） （人）

文学研究科 413 557 56

（研究科等） (人) （人）

3 251 104.6%

14 0 107

（人）

167 122

（人）

49 847 98.5%

獣医学部 240 260 2 1 0 50

水産学部 860 926 5530

4

0 01

法学研究科 385 403 39 3 0 0 40 50 34 326 84.7%

獣医学研究科 96 66 10 5 0 0 1 4 4 56 58.3%

情報科学研究科 480 501 31 6 0 0 2 9 9 484 100.8%

経済学研究科 156 165 29 7 0 0 21 38 32 105 67.3%

医学研究科 480 513 28 12 0 0 60 105 71 370 77.1%

歯学研究科 168 136 11 6 0 0 8 12 10 112 66.7%

工学研究科 962 1,035 80 46 0 6 31 57 50 902 93.8%

－218－



北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成18年度）

収容数
（Ｂ）

学部・研究科等名 留年
者数
（Ｈ）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

外国人
留学生数

（Ｃ）

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

休学
者数
（Ｇ）

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

- -国際広報メディア・観光学院 -

水産科学院 250 258 18 12 0 0 1 0 0 245 98.0%

環境科学院 450 396 28 10 0 0 3 0 0 383 85.1%

農学院 200 219 20 11 0 0 0 0 0 208 104.0%

公共政策学教育部 60 70 1 1 0 0 1 0 0 68 113.3%

理学院 288 269 6 1 0 0 0 0 0 268 93.1%

生命科学院 177 174 3 2 0 0 2 0 0 170 96.0%

教育学院 - - -
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北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成19年度）

（人） （％）

105.9%00

収容数
（Ｂ）

2

（人） （人）

0 0

（学部等） (人) （人）

760 900文学部

薬学部

学部・研究科等名

805

留年
者数
（Ｈ）

16

（人） （人） （人）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

（人）

外国人
留学生数

（Ｃ）

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

64

（人）

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

29 86

休学
者数
（Ｇ）

2 7

45 190

32

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

320 338 2 0 6 330 103.1%

工学部 2,700 3,129 52 20 12 0 164 2,888 107.0%

農学部 860 930 3 0 1 0 41 35 862 100.2%

教育学部 220 273 2 0 0 0 12 23 17 244 110.9%

法学部 850 1,014 15 1 0 0 27 93 84 902 106.1%

経済学部 760 839 5 2 0 0 21 43 35 781 102.8%

理学部 1,200 1,360 6 0 0 0 25 87 74 1,261 105.1%

医学部 1,355 1,412 3 1 0 0 23 17 14 1,374 101.4%

歯学部 360 366 2 0 0 0 6 10 9 351 97.5%
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北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成19年度）

収容数
（Ｂ）

学部・研究科等名 留年
者数
（Ｈ）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

外国人
留学生数

（Ｃ）

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

休学
者数
（Ｇ）

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

（人）

0

（人）

0 255 61.7%

（人） （％）（人） （人） （人）

文学研究科 413 533 64

（研究科等） (人) （人）

12 253 105.4%

13 0 129

（人）

183 136

（人）

40 875 101.7%

獣医学部 240 268 1 0 0 30

水産学部 860 936 4621

14

0 01

法学研究科 385 380 38 2 0 0 36 45 33 309 80.3%

獣医学研究科 96 74 16 7 0 0 4 2 2 61 63.5%

情報科学研究科 480 523 44 15 0 0 6 28 28 474 98.8%

経済学研究科 145 165 31 8 0 0 17 35 21 119 82.1%

医学研究科 480 507 24 12 0 0 46 96 59 390 81.3%

歯学研究科 168 131 8 5 0 0 8 11 8 110 65.5%

工学研究科 935 1,058 81 48 0 7 28 45 36 939 100.4%
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北海道大学

○ 別表２（学部、研究科等の定員超過の状況について）

（平成19年度）

収容数
（Ｂ）

学部・研究科等名 留年
者数
（Ｈ）

外国政府
派遣留学
生数（Ｅ）

外国人
留学生数

（Ｃ）

定員超過率
（Ｋ）

（Ｊ）／（Ａ）×100

超過率算定
の対象となる
在学者数

（Ｊ）
【（Ｂ）-（Ｄ,E,F,Ｇ,Iの合計）】

左記の留年者数の
うち、修業年限を
超える在籍期間が
２年以内の者の数

（Ｉ）

左記の収容数のうち

休学
者数
（Ｇ）

収容定員
（Ａ）

左記の外国人留学生のうち

国費
留学生数

（Ｄ）

大学間交流
協定等に基
づく留学生等

数（Ｆ）

0 5557 16 93.2%0 0 00国際広報メディア・観光学院 259

水産科学院 285 277 28 16 0 0 7 7 7 247 86.7%

環境科学院 514 406 37 14 0 0 7 6 6 379 73.7%

農学院 400 432 49 34 0 1 7 0 0 390 97.5%

公共政策学教育部 60 70 0 0 0 0 2 8 8 60 100.0%

理学院 576 517 14 3 0 0 10 0 0 504 87.5%

生命科学院 354 342 10 3 0 0 10 0 0 329 92.9%

教育学院 66 59 8 0 0 0 1 0 0 58 87.9%
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